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はじめに 

この度はPeavey Envoy110 / Bandit112をお買い上げいただき誠にありがとうございます。

製品の性能を十分に発揮させ、末永くお使いいただくため、ご使用になる前にこの取り扱

い説明書を必ずお読み下さい。尚、本書が保証書となりますので、お読みになった後は大

切に保管して下さい。 
 
ご使用になる前に取扱説明書をお読み下さい。 
 

1. 梱包を開き、破損した部品や欠品がないか確認して下さい。異常がある場合は販

売店にご相談下さい。 
2. 感電防止の為、使用中は部品に触れないで下さい。 
3. 各装置の設置を完了させるまでは電源を入れないで下さい。 
4. ヒューズを交換する場合、必ず先に電源プラグを抜いて下さい。 
5. 40℃を超える環境で本体を使用することはお止め下さい。 
6. 本製品は屋内使用専用です。屋外では使えません。また、雨天や湿気の多い場所

での使用はお止め下さい。火災や感電の原因となります。 
7. 本製品はラジエーター、ストーブ等の熱源から離して使用して下さい。 
8. 水などの液体を本体表面にこぼしたり、本体内部にかけたりしないようご注意下

さい。 
9. 電源ケーブルが踏まれたり、挟まれたりしないよう注意して下さい。 
10. メーカーによって供給された付属パーツ以外は使用しないで下さい。 
11. 本体は通気性の良い所に設置し、周囲に可燃物や爆発物を置かないようご注意下

さい。また、使用中は本体が熱を持ちますので、近くには何も置かないで下さい。 
12. 本体の掃除をする際は乾いた布のみを使用して下さい。 
13. AC100V、50/60Hzにてご使用下さい。 

 
故障が生じた場合はお手数ですが販売店もしくは正規代理店に連絡して下さい。無断で本

体カバーを開けられた場合、保証の対象外となることがあります。 
 
 



 

共通仕様 

• High/Low２つのゲイン入力を搭載 
• ２系統の TransTube チャンネルを搭載 

－チャンネルごとにボリューム、ゲインコントロールが可能 
  －各チャンネルに 3 バンド EQ を搭載 
  －EQ、ゲイン特性を切り替えるのボイシングスイッチを搭載 
• フロントパネル上のスイッチでチャンネルの選択が可能 
• レベル調整が可能なリバーブ 
• フットスイッチ（別売）でチャンネル切替、ブースト ON/OFF が可能 
 
ENVOY110仕様 

• 10”Blue Marvel スピーカー 
• 40W 出力 
• ヘッドフォン端子 
• スピーカーシミュレート・ダイレクト出力端子 
 
BANDIT112仕様 

• 12”Blue Marvel スピーカー 
• 80W 出力 
• エフェクトループ端子 
• レベル調整が可能なスピーカーシミュレート・ダイレクト出力端子 
• 外部スピーカー接続端子 
 
 



 

フロントパネル 

 
1）ハイゲイン入力 
通常のエレキギターに使用します。ハイゲイン入力の出力はローゲイン入力(2)より、6dB
ほど大きくなります。 
 
2）ローゲイン入力 
ハイゲイン入力につなぐと、音が歪んでしまうような高い出力を持つギターを接続する時

に使用します。両方の入力端子を同時に使用すると、ローゲインのレベルになります。 
 
3）ボリューム 
クリーンチャンネルでのボリューム調整に使用します。 
 
4）VINTAGE / CLASSIC / WARM スイッチ 
CLASSIC の位置に設定すると標準的なサウンド、VINTAGE の位置にすると EQ の全ての

機能を変更し、ヴィンテージアンプをシミュレートしたような少し明るさの加わったサウ

ンドになります。WARM はさらに EQ のセッティングを変更し、太くマイルドなトーンに

なります。このスイッチとクリーンチャンネル EQ(5)を使用し、思い通りのトーンを作り出

す事が出来ます。巻末のセッティング例もご参照下さい。 
 
5）CLEAN チャンネル EQ 
低域、中域、高域の各周波帯域の調整を行います。 
 
6）チャンネル選択スイッチ 
LEAD/CLEAN チャンネルのいずれかを選択します。フットスイッチによる操作を行う際

は LEAD チャンネルに設定されている事を確認して下さい。 
 
7）LEAD プリゲイン 
リードチャンネルの入力レベルの設定を行います。 
 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
8）CLASSIC / MODERN / HIGH GAIN スイッチ 
LEAD チャンネルのゲイン、音質を設定します。MODERN に設定すると、全体のゲイン

を上げて中域をカット、へヴィメタルやハードロックに対応するモダンなサウンドを得る

事ができます。CLASSIC は昔ながらのオーバードライブさせたチューブサウンド。HIGH 
GAIN はゲインと共に EQ の設定も調整され、プリゲインを低く設定した際にはレスポンス

のタイトなサウンド、プリゲインを高く設定した際には激しい歪みを得ることが出来ます。

LEAD チャンネル EQ(9)と併用する事で、思い通りのサウンドメイキングが可能になりま

す。巻末のセッティング例もご参照下さい。 
 
9）LEAD チャンネル EQ 
低域、中域、高域の各周波帯域の調整を行います。 
 
10）LEAD ポストゲイン 
トーン調整後のリードチャンネル全体のゲイン量を調節します。 
 
11）リバーブ  
リバーブレベルを調節します。 
 
12）ブースト 
ソロなどで音を全面に押し出すことができます。別売のフットスイッチで ON/OFF 可能で

す。 
 
13）電源 LED インジケーター 
電源 ON 時に点灯します。 
 
14）電源スイッチ (*ENVOY110 ではリアパネル上に位置しています) 
アンプ本体の電源を切替えます。スイッチを“ON”の位置にすると、電源 LED インジケ

ーター(13)が点灯し、本体に電源が供給されていることを示します。 
注意：電源ＯＦＦの状態でもボディ内部には高電圧がかかっている部分があります。感電

の恐れがありますのでご注意ください。 



 

リアパネル 

 

 
15）AC 電源ソケット 
本体に電源を供給します。誤った電圧で使用された場合、機器にダメージを与える可能性

があります。電圧表示が正しいことをご確認下さい。 
 
16）ヘッドフォン端子(ENVOY110 のみ) 
ヘッドフォン用の標準ステレオフォン端子です。ヘッドフォン端子使用中はスピーカーへ

の出力がキャンセルされ静かに練習する事が出来ます。 
 
17）スピーカーシミュレートダイレクト出力 
スピーカーキャビネットのレスポンスを正確にシミュレートしたサウンドを直接出力しま

す。ミキサーや PA システムにダイレクトに接続し、レコーディングに使用する事が出来ま

す。BANDIT112 ではコントロールノブを使って出力レベルを調節する事が出来ます。 



 

 

18）出力レベル調整スイッチ (BANDIT112 のみ) 
出力レベルを 25%/ 50%/ 100%の 3 段階で調整します。この回路は特許技術のパワーアンプ

シミュレーターで、自宅での練習では 25％に、バンドの使用では 100％に設定するなど、

演奏環境によって音量の調整が行えます。 
 
19）外部スピーカー接続端子 (BANDIT112 のみ) 
外部スピーカーキャビネットを接続します。最低 8Ω以上のインピーダンスを持つスピーカ

ーを接続して下さい。 
 
20）ダンピングスイッチ (BANDIT112 のみ) 
Loose / Medium / Tight の 3 段階でダンピングレベルを調節します。信号が消えてから、ア

ンプがどのようにスピーカーの動きをコントロールするかを調節する機能です。 
ダンピングファクターを高く（Tight）設定すると、シャープで歯切れの良いサウンドに、

低く（Loose）設定すると、マイルドなサウンドになります。 
 
21）エフェクトループ (BANDIT112 のみ) 
モノラル仕様のフォンケーブルを使用してエフェクトセンドからアンプ信号を外部エフェ

クターやプロセッサーへ送り、エフェクトリターンへ戻すことができます。 
 
22）モートフットスイッチ端子 
フットスイッチを接続し、CLEAN/LEAD チャンネルの切り替え、ブースト ON/OFF を行

う事が出来ます。フットスイッチ使用時はチャンネル選択スイッチ(6)が LEAD チャンネル

に設定されていることをご確認下さい。 



 

セッティング例 

 
 
NOTE:The Bandit 112 is used for demonstration purposes. The settings illustrated 
above are also applicable to the Envoy 110. 



 

ENVOY110製品仕様 



 

BANDIT112製品仕様 
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